
平
安
時
代
の
漢
語
語
彙
に
つ
い
て

浅
　
　
野

敏
　
　
彦

　
平
安
時
代
に
ご
く
普
通
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
漢
語
の
様
相
を
、

意
味
分
野
に
分
類
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
漢
語
語
彙
と
し
て
と
ら
え
、
考
察
を

加
え
て
み
よ
う
と
思
う
。

　
考
察
の
対
象
に
し
た
漢
語
は
、
源
氏
物
語
と
大
鏡
と
に
共
通
し
て
み
え
る
漢

語
三
九
一
語
で
あ
る
。
源
氏
物
語
と
大
鏡
と
を
対
象
に
し
た
の
は
次
の
よ
う
な

理
由
に
よ
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
、
平
安
時
代
に
ご
く
普
通
に
用
い
ら
れ
た
と
思

わ
れ
る
漢
語
を
間
題
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ご
く
普
通
に
と
い
う
こ
と
は
、

次
の
よ
う
た
意
味
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
貴
族
の
男
性
、
女
性
の
い
ず
れ
も
が
、

日
常
生
活
の
会
話
や
読
み
書
き
の
時
に
用
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

対
象
と
す
る
文
献
も
ご
く
普
通
の
も
の
が
い
る
の
で
あ
る
。
資
料
と
し
た
源
氏

物
語
、
大
鏡
は
、
ご
く
普
通
の
文
献
と
い
え
る
か
と
思
う
。
源
氏
物
語
は
、
孝

　
　
　
　
　
平
安
時
代
の
漢
語
語
彙
に
つ
い
て

標
女
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
時
の
人
々
に
よ
く
読
ま
れ
た
作
品
で
あ
り
、

そ
の
言
語
は
特
殊
た
も
の
で
ぱ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
こ
に
み
え
る
漢
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

も
〈
所
謂
「
表
理
語
彙
」
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
〉
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
二
作
品
と
も
、
目
記
の
よ
う
に
、
個
人
の
生
活
と
結
び
っ
い
た
限
ら

れ
た
世
界
の
み
を
描
い
て
い
る
の
で
は
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
語
彙
も
豊
富
で
あ

り
、
よ
り
普
遍
的
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
漢
語
（
混
種
語
を
含
む
）

の
こ
と
な
り
語
数
に
し
て
も
、
源
氏
物
語
一
四
七
〇
語
、
大
鏡
一
五
六
〇
語

（
『
古
典
対
照
語
い
表
』
の
語
種
別
統
計
表
に
よ
る
）
と
近
似
し
て
お
り
、
一
方

が
一
方
に
包
ま
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
た
く
、
共
通
語
を
抜
き
出
す
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。

　
な
お
、
源
氏
物
語
と
大
鏡
と
に
共
通
す
る
漢
語
が
、
上
述
し
た
よ
う
な
貴
族

階
級
の
人
々
が
目
常
生
活
の
中
で
ご
く
普
通
に
用
い
た
漢
語
と
考
え
て
よ
い
か

と
い
う
疑
問
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
二
作
品
に
共
通
し
て
い
る
漢
語
の
約

六
〇
％
が
枕
草
子
と
も
共
通
す
る
こ
と
や
、
多
く
の
語
が
他
の
仮
名
文
や
色
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七



　
　
　
　
　
平
安
時
代
の
漢
語
語
彙
に
、
つ
い
て

字
類
抄
に
も
見
い
だ
せ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
れ
ば
、
二
作
品
に
共
通
し
て
い
る

漢
語
を
通
常
の
漢
語
と
し
て
と
ち
え
て
ゆ
く
こ
と
は
、
的
を
は
ず
し
て
は
い
な

い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
語
の
収
集
は
、
『
源
氏
物
語
大
成
』
索
引
編
、
『
校
本
大
鏡
総
索
引
』
を
資
料

と
し
て
い
る
『
古
典
対
照
語
い
表
』
に
よ
っ
て
行
な
っ
た
。
た
お
、
見
落
し
等

を
防
ぐ
た
め
に
、
柏
谷
嘉
弘
氏
「
大
鏡
の
漢
語
」
　
（
山
口
大
学
教
育
学
部
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

論
叢
　
一
七
巻
第
一
部
）
の
語
彙
表
を
合
わ
せ
て
利
用
し
た
。
　
『
古
典
対
照
語

い
表
』
を
利
用
し
た
の
は
、
索
引
問
の
単
語
の
認
定
の
違
い
が
統
一
さ
れ
て
い

る
と
い
う
理
由
に
よ
る
。
　
『
古
典
対
照
語
い
表
』
を
利
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、

二
字
の
漢
語
か
ら
な
る
サ
変
動
詞
は
、
漢
語
十
す
の
二
語
と
考
え
た
。
ま
た
、

混
種
語
も
対
象
と
し
、
尼
、
瓦
の
梵
語
も
漢
語
と
し
て
取
り
扱
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
し
て
得
た
漢
語
三
九
一
語
を
、
　
『
分
類
語
彙
表
』
の
意
味
分

類
に
基
づ
い
て
分
類
し
た
。
大
分
類
の
み
で
あ
る
の
で
、
現
代
語
の
分
類
表
で

は
あ
る
が
、
平
安
時
代
に
適
用
し
て
も
問
題
は
な
い
と
考
え
た
。
結
果
を
表
１

の
語
彙
表
、
表
ー
の
統
計
表
で
示
し
た
。

二

表
皿
を
み
る
と
、
体
の
類
に
属
す
る
語
が
全
体
の
八
○
劣
以
上
を
占
め
て
い

る
。
全
体
が
三
九
一
と
い
う
大
き
く
な
い
数
値
の
た
め
、
八
○
％
と
い
う
数
値

は
、
語
の
出
入
り
に
よ
っ
て
動
く
も
の
で
慎
重
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
浅
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

徹
氏
が
、
　
『
分
類
語
彙
表
』
に
従
っ
て
、
後
撰
集
、
土
左
日
記
、
竹
取
物
語
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

全
語
彙
を
意
味
分
類
さ
れ
た
研
究
に
よ
る
と
、
三
作
品
の
体
の
類
が
占
め
る
割

合
は
、
五
〇
劣
前
後
で
あ
る
。
こ
の
数
値
と
比
べ
る
と
、
漢
語
語
彙
の
体
の
類

に
占
め
る
八
○
％
と
い
う
数
値
は
、
非
常
に
大
き
い
と
い
え
る
。

　
体
の
類
の
中
で
は
、
　
「
２
人
間
活
動
の
主
体
」
に
属
す
る
語
が
、
体
の
類
の

三
〇
劣
以
上
を
占
め
て
い
て
最
も
多
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
そ
の
中
に
官

位
官
職
を
表
わ
す
語
を
多
く
含
ん
で
い
る
（
四
〇
語
）
こ
と
に
そ
の
原
因
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
参
考
ま
で
に
示
す
と
、
伊
勢
物
語
で
は
、
体
の
類
の
２
に
属

す
る
漢
語
一
九
語
の
中
の
一
一
語
ま
で
、
平
伸
物
語
で
は
、
九
語
の
中
四
語
ま

で
が
官
位
・
官
職
を
表
わ
す
語
で
あ
る
。

　
逆
に
、
　
「
５
自
然
物
お
よ
び
自
然
現
象
」
に
属
す
る
語
が
き
わ
め
て
少
な
い
。

そ
の
中
で
は
、
植
物
の
名
称
が
五
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
伊
勢
物
語
で
は
、
こ

の
分
野
に
属
す
る
漢
語
は
白
菊
一
語
の
み
で
あ
り
、
平
仲
物
語
で
は
無
い
。

　
右
に
述
べ
た
如
く
、
こ
と
な
り
語
数
に
お
い
て
、
多
く
を
占
め
る
の
が
２
で
、

少
な
い
の
は
５
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
２
，
５
の
分
野
は
使
用
度
数
か
ら
み

て
も
、
他
の
三
っ
の
分
野
と
異
な
っ
た
様
相
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
２
は
使
用
度
数
五
〇
（
源
氏
物
語
と
大
鏡
と
の
使
用
度
数
の
合
計
。
以

下
同
じ
）
以
上
の
語
の
占
め
る
割
合
い
が
他
の
四
分
野
に
比
べ
て
非
常
に
大
き

く
、
５
は
五
〇
以
上
の
語
は
無
い
の
で
あ
る
（
表
皿
）
。
　
そ
し
て
、
使
用
度
数

一
〇
以
下
の
語
の
占
め
る
割
合
は
、
２
が
三
九
・
一
％
と
少
な
く
、
５
は
七
〇



％
と
多
く
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
は
、
２
に
ー
属
す
る
漢
語
に
は
、
使
用
度

数
の
高
い
、
人
々
が
普
通
に
用
い
る
な
じ
み
の
語
が
多
く
、
５
に
は
そ
う
い
う

漢
語
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
　
「
４
生
産
物
お
よ
び
用
具
物
品
」
に
属
す
る
語
も
多
く
み
え
て
は
い

る
が
、
こ
れ
ら
の
語
は
、
中
国
か
ら
の
文
物
の
移
入
と
い
っ
た
こ
と
と
深
い
関

係
が
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
語
の
指
す
事
物
が
、
当
時

の
貴
族
階
級
の
人
々
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
げ
に
、
こ
れ
ら
の
漢

語
が
、
ご
く
一
般
的
な
語
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
の

で
あ
る
。

　
た
と
え
ぱ
、
室
内
に
垂
れ
下
げ
て
隔
て
と
す
る
布
の
こ
と
を
漢
語
で
は
帳
と

い
う
が
、
こ
れ
を
和
語
で
は
ト
バ
リ
と
言
っ
た
ら
し
い
（
和
名
抄
）
。
そ
し
て
、

『
対
照
語
彙
表
』
に
よ
っ
て
調
べ
る
と
、
平
安
時
代
の
十
一
の
文
学
作
品
に
は
、

ト
バ
リ
は
わ
ず
か
四
例
で
あ
り
、
帳
は
五
六
例
み
え
て
い
る
。
ま
た
、
廊
は
、

和
語
で
は
ホ
ソ
ド
ノ
と
言
っ
た
ら
し
い
が
（
和
名
抄
）
、
十
一
の
文
学
作
品
に

は
、
一
五
例
し
か
み
え
ず
、
廊
は
、
四
七
例
み
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
体
の
類
の
中
で
、
各
々
の
項
目
に
属
す
る
漢
語
の
割
合
を
浅
見
氏
の

　
　
　
　
　
　
　
　
１

前
掲
論
文
（
注
　
）
表
１
の
数
値
と
比
較
す
る
と
差
異
の
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

す
な
わ
ち
、
漢
語
を
も
含
め
た
全
語
彙
で
は
、
１
と
５
の
項
目
に
高
い
山
が
で

き
る
の
で
あ
る
が
、
源
氏
物
語
、
大
鏡
の
二
作
品
か
ら
得
ら
れ
た
共
通
漢
語
で

は
、
２
が
も
っ
と
も
高
く
、
５
が
極
端
に
低
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ

　
　
　
　
　
平
安
時
代
の
漢
語
語
彙
に
つ
い
て

と
も
、
単
語
の
認
定
の
違
い
な
ど
に
よ
っ
て
数
値
は
動
く
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
、

表
ｖ
に
よ
る
と
い
ず
れ
も
、
共
通
漢
語
の
よ
う
な
構
造
を
示
し
て
は
い
な
い
。

　
２
に
漢
語
が
多
く
、
５
に
漢
語
が
少
な
い
と
結
論
づ
げ
る
に
っ
い
て
は
、
各

項
目
の
漢
語
が
各
々
の
項
目
の
全
語
に
対
し
て
ど
の
程
度
の
割
合
を
示
し
て
い

る
か
に
つ
い
て
み
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
今
回
は
、
手

も
と
に
あ
る
伊
勢
物
語
と
平
仲
物
語
と
の
資
料
を
示
す
こ
と
で
類
推
し
、
源
氏

物
語
と
大
鏡
と
の
調
査
は
他
日
を
期
し
た
い
と
思
う
。
表
Ｖ
は
、
２
に
漢
語
が

多
く
、
５
に
少
な
い
と
い
う
こ
と
と
矛
盾
す
る
結
果
で
は
な
い
。

　
次
に
、
体
の
類
に
属
し
て
い
る
漢
語
全
体
を
見
わ
た
す
と
、

　
　
　
数
詞
、
助
数
詞
（
位
、
人
、
月
、
尺
…
・
－
）
、
仏
教
、
皇
族
、
官
位
官

　
　
職
、
政
治
（
除
目
、
宣
旨
…
…
）
、
内
裏
（
弘
徽
殿
、
淑
景
舎
…
…
）
、
調

　
　
度
（
几
帳
、
脇
息
、
屏
風
…
…
）

に
関
す
る
漢
語
が
多
い
。
中
で
も
、
仏
教
に
関
す
る
語
は
、
す
べ
て
で
、
全
体

三
九
一
語
の
一
〇
％
強
に
あ
た
る
四
一
語
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
仏
教
に

関
す
る
語
が
多
い
の
は
、
外
来
思
想
で
あ
る
仏
教
が
入
っ
て
く
る
と
と
も
に
、

そ
の
思
想
の
み
で
な
く
、
そ
れ
を
表
現
す
る
言
語
ま
で
も
借
り
入
れ
た
か
ら
に

他
な
ら
な
い
。

　
二
作
品
の
共
通
漢
語
と
し
て
得
ら
れ
た
中
に
、
こ
の
よ
う
に
仏
教
に
関
す
る

語
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
平
安
時
代
の
貴
族
階
級
の
人
々
に
と
っ
て
、
仏

教
に
関
す
る
漢
語
は
、
十
分
理
解
も
で
き
、
会
話
に
用
い
た
り
、
文
章
に
書
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九



平
安
時
代
の
漢
語
語
彙
に
つ
い
て

八
○

表彙語１表

類の相類の用類の体 ｕ
易
　
　
　
　
様
様
下
　
　
　
　
　
か
う
無
　
し
　
い
か
様
常
々
に
た
　
様
様
と
非
少
頓
便
故
さ
か
こ

／

禰
驚
優
肌
簸
驚
饒
し
肌
代
定
焉
心
意
た
怠
が
古
不
掲
無
不
労
怠
辞

し
な

し
な

鱗
騨
一
装
御
御
御
臆
制
孝
具
と
念
謂

し
た

　
　
所
堂
　
　
子
　
　
盤
中
　
　
帽
鷲
灘
服
淑
　
房
七
帳
カ
め
議
誠
野
錨
識
券
三
弘
殿
曹
三
格
螺
香
料

　
子
　
柑
　
檀
　
紫
　
沈
　
胆
　
竜
変
梅
茎
天
紅
賓
節
菊
生

１
抽
象
的
関
係

・
人
問
活
動
の
主
体
　
　
　
・
鶴
融
袴
行
為
　
・
鐵
鶴
よ
び
　
・
熊
驚
び



皿表

率
％ｑ
リ
り
４
８
り
＾
ｏ
）

１
５
一

Ｏ０
０
１

０
４
６
一

２
８
０

分
９
・
３
・

５
一

〇
一

〇
一

２
Ｈ
４
１
１

８

３
一
６
・
３
一
〇

５
８
・

Ｏ
０
１

数

百

語べの

数
Ｆ
ｏ
３
１
３
３
’
ｏ
２
２
４
９

５
４
２

０
’
ｏ
０
７
７

６
７
７

ｏ
ｏ
ｇ
ｏ
◎
３

０

０
４
６
，

０
，

’
Ｏ
〇
一
Ｕ

２
２
０

３
４
０

，

，

３
４
１
１

実

１
－

１

１
１

１

率

％１↓
一
」
リ
４

Ｏ
）
１
■

９
３
一

（
Ｕ
（
Ｕ
０
０
１

２

７
３
０

分
３
．
３
・

４
．

５
・
３
・

８
一

８

Ｌ

９
７
一

０
０
１

数

ｎ
ｚ
（
ｏ
２
１

ｑ
Ｕ
６

語

百

り

１
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八
二

た
り
す
る
こ
と
も
で
き
る
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ

う
。
と
す
る
な
ら
、
源
氏
物
語
に
は
無
い
「
往
生
」
　
「
地

獄
」
、
大
鏡
に
み
え
な
い
「
回
向
」
と
い
う
仏
教
に
関
す

る
漢
語
も
、
表
１
に
み
え
る
漢
語
と
同
様
の
性
格
を
有
し

て
い
た
と
い
え
よ
う
か
と
思
う
。

　
仏
教
に
関
す
る
語
と
前
述
の
官
位
・
官
職
に
関
す
る
語

と
が
目
立
つ
の
で
あ
る
が
、
使
用
度
数
の
点
か
ら
も
こ
の

こ
と
は
言
え
て
、
使
用
度
数
五
〇
以
上
の
漢
語
四
二
語
の

六
〇
％
以
上
に
あ
た
る
二
七
語
が
、
仏
教
と
官
位
官
職
に

関
す
る
語
な
の
で
あ
る
。

三

　
用
の
類
に
属
す
る
漢
語
動
詞
は
、
『
古
央
対
照
語
い
表
』

に
よ
る
と
、
他
の
多
く
の
作
品
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
、

使
用
度
数
も
多
く
、
平
安
時
代
に
ご
く
普
通
に
用
い
ら
れ

た
漢
語
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
い
ま
、
　
『
古
典

対
照
語
い
表
』
に
示
さ
れ
て
い
る
平
安
時
代
の
文
学
作
品

十
一
作
品
中
、
八
作
品
に
共
通
し
て
み
え
る
「
具
す
」
と
、

五
作
品
に
共
通
し
て
み
え
る
「
制
す
」
の
目
的
語
に
ど
の

よ
う
た
語
が
で
き
て
い
る
か
に
っ
い
て
、
源
氏
物
語
を
例



に
し
て
み
て
み
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
「
具
す
」
の
目
的
語
に
は
、
〈
殿
上
人
あ
ま
た
具
し
て
、
ま
ゐ
り
た
る
に
ー
、

は
し
た
な
く
な
り
ぬ
〉
（
総
角
）
の
よ
う
に
、
殿
上
人
の
他
、
若
宮
、
東
男
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
そ
ほ
ひ

人
、
袴
、
：
盟
、
御
衣
、
御
装
と
い
う
和
語
や
、
大
夫
、
随
身
、
御
調
度
、
家

司
と
い
う
漢
語
が
き
て
い
る
。
ま
た
、
「
制
す
」
の
目
的
語
に
は
、
〈
い
さ
二
か

も
の
言
ふ
を
も
制
す
。
な
め
げ
な
り
と
て
も
と
が
む
Ｖ
（
乙
女
）
、
〈
か
の
宮
の
、

御
忍
び
あ
り
き
制
せ
ら
れ
給
ひ
て
Ｖ
（
総
角
）
の
如
く
、
も
の
言
ふ
、
御
あ
り

き
が
き
て
い
る
。
和
語
が
目
的
語
に
き
て
い
る
こ
と
は
、
「
具
す
」
や
「
制
す
」

が
和
語
と
結
び
っ
い
て
も
異
和
感
を
感
じ
さ
せ
な
い
漢
語
で
あ
っ
た
か
ら
で
は

な
か
っ
た
ろ
う
か
。
目
的
語
に
な
っ
て
い
る
漢
語
も
、
す
べ
て
、
三
九
一
語
の

中
に
み
え
る
漢
語
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
考
え
て
、
具
す
、
制
す
は
十

分
目
本
語
化
し
て
い
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
語
と
違
っ
た
層
の
漢
語
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
源
氏
物

語
の
帝
木
に
み
え
る
、
漢
語
を
用
い
る
賢
女
の
会
話
の
中
に
出
て
く
る
「
服

す
」
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
月
頃
、
風
病
重
き
に
た
へ
か
ね
て
、
極
熱
の
草
薬
を
服
し
て
、
い
と
く

　
　
さ
き
に
よ
り
な
む
、
え
対
面
給
は
ら
ぬ
。

喪
に
服
す
る
意
味
で
の
「
服
す
」
は
、
枕
草
子
、
蜻
蛉
目
記
に
み
え
る
が
、
飲

む
意
味
で
の
「
服
す
」
は
他
に
み
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
用
例
の
少

な
さ
と
い
う
こ
と
の
他
に
、
目
的
語
と
な
っ
て
い
る
こ
と
ば
が
、
　
「
具
す
」
や

　
　
　
　
　
平
安
時
代
の
漢
語
語
彙
に
つ
い
て

「
制
す
」
の
そ
れ
と
は
違
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
極
熱
、
草
薬
と
い
う
二
っ
の

漢
語
は
、
『
古
典
対
照
語
い
表
』
で
は
、
源
氏
物
語
の
例
し
か
み
え
な
い
語
で
、

硬
い
漢
語
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
相
の
類
は
、
用
の
類
と
同
様
、
体
の
類
の
一
〇
％
程
度
し
か
な
い
の
で
あ
る

が
、
使
用
度
数
四
以
上
の
語
ば
か
り
で
あ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

　
源
氏
物
語
に
の
み
限
っ
て
み
る
と
、
源
氏
物
語
の
移
容
詞
、
移
容
動
詞
は
一

一
九
〇
語
（
『
古
典
対
照
語
い
表
』
所
載
の
統
計
表
）
で
あ
る
が
、
そ
の
中
、

漢
語
を
構
成
要
素
と
す
る
移
容
詞
、
形
容
動
詞
は
、
そ
の
三
・
四
劣
の
四
一
語

で
あ
り
、
そ
の
三
〇
％
に
当
る
二
二
語
ま
で
が
、
使
用
度
数
一
の
語
な
の
で
あ

る
。
こ
の
三
・
四
％
と
い
う
数
値
は
、
現
代
語
の
例
を
も
っ
て
く
る
ま
で
も
な

く
、
ご
く
小
さ
い
数
値
で
あ
る
。
漢
語
が
こ
う
し
た
相
の
類
ま
で
入
り
こ
む
こ

と
は
、
平
安
時
代
に
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、

無
下
、
便
な
し
、
頓
に
、
切
、
労
た
し
と
い
っ
た
語
は
注
目
し
て
よ
い
と
思
う
。

す
な
わ
ち
、
い
ず
れ
も
使
用
度
数
が
五
〇
以
上
で
あ
り
、
頓
、
切
は
日
本
語
化

し
た
よ
み
に
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
語
が
普
通
の
漢
語
に
な
っ
て
い
た
で
あ

ろ
う
こ
と
を
十
分
推
察
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
体
、
用
、
相
の
類
を
含
め
て
、
「
２
人
間
活
動
の
主
体
」
、
「
３
人
問
活
動

精
神
お
よ
び
行
為
」
の
意
味
分
野
に
属
す
る
漢
語
が
も
っ
と
も
多
く
、
こ
の
二

つ
の
意
味
分
野
の
み
で
全
体
の
六
〇
％
を
占
め
る
こ
と
に
た
る
。
こ
れ
は
、
全

語
彙
を
調
査
さ
れ
た
浅
見
氏
の
研
究
（
注
　
）
で
は
、
全
体
の
三
〇
％
し
か
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
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平
安
時
代
の
漢
語
語
彙
に
つ
い
て

の
二
つ
の
分
野
で
は
占
め
て
い
た
い
こ
と
と
比
べ
て
み
る
と
、
漢
語
は
、
人
間

そ
の
も
の
に
関
係
す
る
語
が
多
く
、
生
産
物
や
自
然
の
よ
う
に
、
人
間
を
外
か

ら
と
り
ま
い
て
い
る
も
の
に
関
係
す
る
語
が
少
な
い
と
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
、
「
１
抽
象
的
関
係
」
に
属
す
る
漢
語
は
、
異
な
り
語
数
で
は
、
「
３
人

問
活
動
」
よ
り
少
な
い
の
で
あ
る
が
、
使
用
度
数
で
は
逆
転
し
て
い
る
。
こ
れ

　
　
◎

は
、
様
、
気
色
、
例
と
い
う
各
々
、
一
〇
〇
六
、
七
六
三
、
五
六
七
と
い
う
使

用
度
数
の
非
常
に
多
い
語
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

　
次
に
、
用
、
相
の
類
に
属
す
る
漢
語
に
っ
い
て
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
〈
年
ご
ろ
、
か
う
思
し
お
き
て
し
か
ど
、
え
辞
し
給
は
ざ
り
し
を
〉
（
源
氏

物
語
竹
河
）
の
「
辞
す
」
は
、
〈
さ
る
例
も
あ
り
げ
れ
ば
、
す
ま
ひ
は
て
給

は
で
、
太
政
大
臣
に
な
り
給
ふ
Ｖ
（
大
鏡
）
の
「
す
ま
ふ
」
に
、
〈
法
華
経
を
い

み
じ
う
た
う
と
く
謂
じ
た
ま
ふ
〉
（
大
鏡
）
の
「
謂
ず
」
は
、
〈
仏
の
御
し
ん
ど

も
な
ど
、
謂
み
た
て
ま
っ
り
た
る
〉
（
枕
草
子
）
の
「
謂
む
」
に
対
応
し
て
い

る
。
和
語
で
表
現
で
き
て
い
た
意
味
領
域
に
漢
語
が
入
っ
て
く
る
こ
と
は
、
人

々
が
、
漢
語
の
持
っ
て
い
る
表
現
力
に
依
拠
し
て
言
語
表
現
を
行
な
お
う
と
し

て
い
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
同
様
の
こ
と
は
、
相
の
類
の
漢
語
に
つ
い
て
も

言
え
る
か
と
思
う
。

　
用
、
相
の
類
に
属
す
る
漢
語
が
全
体
の
二
〇
劣
に
も
満
た
な
い
と
い
う
点
に

は
、
資
料
が
仮
名
文
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
原
因
し
て
は
い
る
。
し
か
し
、
仮

名
文
以
外
の
資
料
に
み
え
る
漢
語
は
、
多
く
文
章
語
で
あ
っ
て
、
目
常
、
女
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

の
口
に
ま
で
の
ぼ
る
よ
う
た
漢
語
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
例
え
ば
、
希
有
は
、
男
性
の
手
に
た
る
漢
字
文
や
辞
書
に
数
多
く
み
え
、
貴

族
の
男
性
に
と
っ
て
は
、
ご
く
普
通
の
漢
語
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

こ
の
語
は
、
当
時
の
仮
名
文
に
普
通
に
み
え
る
語
で
は
１
な
く
、
希
有
は
、
和
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

メ
ヅ
ラ
シ
を
凌
い
で
は
い
た
か
っ
た
。
ま
た
、
現
代
語
で
は
ご
く
普
通
に
用
い

る
不
思
議
と
い
う
漢
語
は
、
こ
の
時
代
で
は
、
仏
教
的
な
色
合
い
の
濃
い
語
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

大
鏡
を
除
い
て
は
他
の
仮
名
文
に
は
み
え
た
い
。
相
の
類
に
属
す
る
漢
語
が
、

対
応
す
る
和
語
を
凌
い
で
、
ご
く
普
通
に
口
頭
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

時
代
が
下
が
ら
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
、
漢
語
を
意
味
分
類
し
て
、
そ
の
特
徴
に
っ
い
て
考
察
を
加
え
て
き
た

の
で
あ
る
が
、
用
、
相
の
類
に
属
す
る
語
に
っ
い
て
は
、
一
語
一
語
に
っ
い
て
、

そ
の
用
い
ら
れ
方
に
も
触
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
か
と
思
う
。
ま
た
、
源
氏
物
語
、

大
鏡
の
漢
語
総
て
に
っ
い
て
意
味
分
類
す
れ
ほ
、
ど
の
よ
う
に
た
る
か
、
他
の

時
代
の
漢
語
は
ど
う
か
、
と
い
っ
た
問
題
も
残
っ
て
い
る
。
本
稿
は
、
平
安
時

代
の
貴
族
が
、
目
常
の
会
話
や
文
章
の
中
で
、
ご
く
普
通
に
用
い
た
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
漢
語
に
つ
い
て
概
観
し
た
。

　
　
　
注

　
　
◎
　
築
島
裕
『
平
安
時
代
語
新
論
』
　
（
東
京
大
学
出
版
会
）
一
九
六
九
年
、
五
九
〇

　
　
　
頁
。

　
　
　
柏
谷
氏
は
、
共
通
漢
語
を
四
九
八
語
と
さ
れ
て
い
て
、
本
稿
の
三
九
一
語
と
異

　
　
　
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
二
字
漢
語
か
ら
な
る
サ
変
動
詞
の
扱
い
方
、
御
と
い
う



　
接
頭
辞
が
つ
い
た
混
種
語
の
扱
い
方
た
ど
の
単
語
認
定
の
違
い
に
－
よ
る
。

＠
　
『
講
座
国
語
史
３
　
語
彙
史
』
　
（
大
修
館
書
店
）
所
収
「
古
代
の
語
彙
１
」
一

　
一
五
頁
所
掲
の
表
Ｂ
。

＠
　
玉
村
文
郎
氏
「
現
代
彩
容
語
彙
の
構
造
」
　
（
同
志
杜
国
文
学
　
一
一
号
）
に
よ

　
れ
ば
、
漢
語
形
容
動
詞
は
、
『
分
類
語
彙
集
』
「
相
の
類
」
の
五
一
・
五
六
％
を

　
占
め
て
い
る
。

＠
漢
語
で
は
な
く
固
有
の
日
本
語
で
あ
っ
た
と
す
る
考
え
も
あ
る
が
、
通
説
に
従

　
っ
た
。

＠
　
拙
稿
「
漢
語
『
希
有
』
に
つ
い
て
」
　
（
解
釈
　
二
一
巻
三
号
）

¢
　
拙
稿
「
漢
語
の
類
義
語
－
１
奇
怪
、
奇
特
、
希
有
、
不
思
議
　
　
」
　
（
同
志
杜

　
国
文
学
　
二
一
号
）

ゆ
拙
稿
「
緒
麗
う
っ
く
し
　
き
ょ
し
　
　
漢
語
と
和
語
」
　
（
同
志
杜
国
文
学

　
八
号
）

平
安
時
代
の
漢
語
語
彙
に
つ
い
て

八
五
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